
農林水産関係試験研究機関で実施している研究課題一覧

研究概要

業務用野菜の安定生産技術開発
（Ｈ２９～Ｒ１）

安定的な収穫が可能な多収・良食味品種の選定を目標とした業務用野菜の低コ
スト安定多収生産技術を開発する。
・キャベツ：低コスト安定多収生産技術の開発
・ハクサイ：大玉生産における生理障害抑制技術の開発
・ナ バ ナ：多収・良食味品種の選定と栽培技術の開発

施設栽培コマツナの重要害虫コナガ
の緊急防除対策
（Ｈ２９～Ｒ１）

施設栽培のコマツナにおけるコナガの防除対策技術を確立する。
・被害実態と有効農薬の探索
・性フェロモン剤や物理的手法を利用した総合的な防除技術の確立

キヌサヤエンドウのハナアザミウマ防
除対策
（Ｈ３０～Ｒ２）

サヤエンドウのガク枯れや白ぶくれ症状の原因となるハナアザミウマの効率的な
防除方法を確立する。
・薬剤防除技術の確立
・マルチなど資材を活用した防除技術の開発

砂地圃場における高品質ショウガ生産
技術の開発
（Ｈ３１～Ｒ３）

県内の水田転換畑における生産性の高い種ショウガ栽培技術を確立する。
・栽培管理、病害虫等防除、効率的施肥技術等の確立
・栽培管理マニュアルの作成

冬季スプレーギクをボリュームアップ
する生長制御技術の開発
（Ｈ３１～Ｒ３）

冬季作のスプレーギクにおける切り花ボリュームアップを目指した高品質生産技
術を開発する。
・光照射による切り花品質向上技術の開発
・新規電照法に基づく栽培技術体系の最適化

気候変動に適応したスターチスの安定
生産技術開発
（Ｈ２９～Ｒ１）

・夏季に高温が続くことで初期生育の抑制や障害が発生するため、生育初期に
おける高温対策技術を確立する。
・冬季は無加温または２℃の加温といった低温管理が定着し、気候に左右されや
すく、計画的な出荷が困難なため、効率・効果的な温度管理技術を確立する。

トルコギキョウの安定育苗技術の開発
（Ｈ２９～Ｒ１）

トルコギキョウは夏季に育苗を開始するが、気温が高いとロゼット化が発生し、作
柄が不安定となるため、本県の気象条件に対応した育苗技術を確立する。
・夜冷育苗における夜冷温度と処理期間の改善
・苗低温処理における処理中の抽苔回避技術の開発

無加温ハウスで栽培可能な新規切り
花の省力据置栽培技術と鮮度保持技
術の確立　（農業試験場と共同研究）
（Ｈ３１～Ｒ３）

新たな切り花品目における省力据置栽培技術と鮮度保持技術を確立する。
・シンジー、アルメリアの省力据置栽培技術の確立
・アルメリアの鮮度保持技術の確立

研究課題 （実施年度）

農業試験場

暖地園芸センター



ドローンを活用した傾斜地かんきつ栽
培の省力化技術開発
（Ｈ２９～Ｒ１）

傾斜地カンキツ栽培園地において、ドローンによる撮影画像の解析法の確立や
農薬散布の利用条件の解明等により、管理作業の軽労化を図る
・空撮画像を利用したかんきつ園地栽培管理技術
・傾斜園地での農薬散布用ドローン活用による軽労化技術

収穫期に温州みかんを加害するアザ
ミウマ類の緊急防除対策
（Ｈ２９～Ｒ１）

加害するアザミウマの特定とその発生生態を解明し、有効な防除対策を確立す
る
・かんきつ園地におけるアザミウマ類の発生メカニズムの解明
・高精度な予測に基づく効率的な防除法の確立

県オリジナルウンシュウミカン「きゅう
き」の高品質安定生産技術の開発
（Ｈ３０～Ｒ２）

高品質ミカン「きゅうき」の普及に向け、品種特性にあった栽培技術を確立する。
・「きゅうき」の普及に向けた品質向上のための栽培条件の解明
・結実管理と肥培管理による安定生産技術の確立

良食味で年内収穫可能なカンキツ「津
之望」の少核化安定生産と品質保持
に関する技術開発
（Ｈ３０～Ｒ２）

「津之望」は食味が良く注目されているが、核が多いという欠点があるのでその
対策技術を確立する。
・簡易なネット被覆による少核化技術の確立
・出荷期間の延長を可能にする簡易貯蔵法の開発

捕獲困難な個体を生み出さない効率
的なシカ捕獲技術の開発　（林業試験
場と共同研究）
（Ｈ３１～Ｒ３）

捕獲困難なシカを生み出さない新たな囲いワナの開発と効率的な捕獲地点を解
明する。
・GPS首輪を用いたシカの行動調査
・新規囲いワナの開発と捕獲効果の検証

もも寄生シロカイガラムシ類の効率的
防除法の開発
（Ｈ２９～Ｒ１）

シロカイガラムシ類は、枝の枯死や果実の品質低下を招く重要害虫であるが、防
除適期の判定が難しいため、有効な防除対策技術を開発する。
・シロカイガラムシ類の防除適期を高精度に予測できる発生予察技術の開発
・薬剤感受性が高い効果的な薬剤防除体系の構築

新品種「さくひめ」による県内早生桃の
ブランド向上
（Ｈ３０～Ｒ２）

6月下旬収穫で、核割れが少なく普及が期待される「さくひめ」（農研機構育成）の
品種特性にあった栽培技術を確立する。
・大玉果高品質生産技術の開発
・凍害耐性の解明と凍害対策技術の開発

県オリジナルカキ新品種「紀州てまり」
の産地形成に関する技術開発
（Ｈ３１～Ｒ３）

新品種「紀州てまり」における”へたすき果”の発生対策及び接ぎ木更新後にお
ける管理作業の省力化を図る技術を開発する。
・「紀州てまり」のてたすき果対策技術の開発
・接ぎ木更新による省力樹形の開発

モモせん孔細菌病に対する防除技術
の開発
（Ｈ３１～Ｒ３）

ももの難防除病害である「モモせん孔細菌病」に対する防除技術を開発する。
・品種別の発生実態把握と多発要因の検討
・伝染源除去技術の開発
・生育期の薬剤防除技術の開発

うめ「古城」収量倍増技術の開発
（Ｈ２９～Ｒ１）

着果安定のため近年の気候条件に合った授粉品種の選定と大玉果生産に向け
た摘果技術を開発する。
・うめ早生品種「古城」の着果安定技術の開発
・ヤニ果の少ない大玉果生産技術の開発

うめ「露茜」の安定生産・供給のため
の苗木管理法および防除指針の開発
（Ｈ２９～Ｒ１）

従来のウメ品種と異なる「露茜」の特性に合った苗木管理法と防除指針を開発す
る。
・幼木期の施肥・枝梢管理、大苗育苗技術の開発
・「露茜」に特有の病害虫の種類や発生消長の解明

ウメ「南高」の低樹高化技術(カットバッ
ク)確立による青梅生産性の向上
（Ｈ３０～Ｒ２）

高樹高化したウメを一定の高さでカットし、低樹高にして省力化を図るとともに、
低樹高にしても収量を低下させない技術を確立する。
・カットバックと摘心処理による低樹高化技術の確立

果樹試験場

かき･もも研究所

うめ研究所



肉用牛ゲノミック評価と受精卵移植を
活用した熊野牛の高能力後継牛作出
効率化
（Ｈ３０～Ｒ２）

子牛の段階から遺伝子情報によりその能力を推定するゲノミック評価を活用しよ
り早期に県内牛を高能力化する技術を開発する。
・「熊野牛」におけるゲノミック評価の検証
・フィールドでの受精卵凍結保存技術の確立

和歌山県産霜降り豚肉・イノブタ肉の
肉質安定化技術の開発
（Ｈ３１～Ｒ３）

和歌山県産豚肉・イノブタ肉の肉質安定と脂肪質向上を目指した霜降り豚肉生
産技術を開発する。
・アミノ酸のバラツキを抑えた肉質安定化技術の開発
・県産副産物飼料（エコフィード）の機能性評価

絶滅危惧日本鶏「龍神地鶏」を基にし
た新たな「紀州龍神地鶏」の開発
（Ｈ３０～Ｒ２）

龍神地鶏と生産性の高い商用品種との交配により、龍神地鶏の血を引く新たな
商用地鶏ブランドを創出する。
・交配による新たな卵・肉用の商用地鶏種開発
・希少な龍神地鶏の継続的な保存への寄与

地域の稼ぐ力を生む”イタドリの増殖と
機能性成分活用に係る研究開発
（Ｈ２９～Ｒ１）

本県の郷土山菜であるイタドリの優良系統選抜や機能性成分の分析、地域生産
者等と連携した商品の開発を行う。
・イタドリ優良系統選抜と効率的育苗技術の開発
・イタドリの機能性成分の分析と有効活用技術の開発

県産未利用広葉樹（シイ）の建築資材
等への利用拡大のための技術開発
（Ｈ３０～Ｒ２）

主要広葉樹のシイは材質が堅くフローリング材としてのニーズがあり、これを実
用化するための乾燥技術を確立する。
・「割れ」等が発生しないシイの乾燥技術の確立
・曲がり、耐朽性など加工に向けた材質の解明

サカキを加害する新種ヨコバイの防除
体系の確立
（Ｈ３０～Ｒ２）

近年サカキにヨコバイの吸汁により無数の白点が発生する被害が多発しており、
この対策技術を確立する。
・薬剤防除効果の検証
・防除適期の解明と防除指針の策定

新種クマノザクラの保全と活用に向け
た大量増殖及び更新技術の開発
（Ｈ３１～Ｒ３）

新種「クマノザクラ」の保全と活用を目指したクローン増殖技術の確立とサクラ類
植栽地における更新技術を開発する。
・挿し木等による効率的なクローン増殖技術の確立
・サクラ植栽地における連作障害対策技術の開発

シロアマダイの種苗生産技術の開発
（Ｈ３０～Ｒ２）

高級魚であるシロアマダイの種苗放流による漁獲量の増大を図るため、種苗生
産技術を開発する。
・ふ化後の給餌方法（餌の種類等）の確立
・夏季の飼育に適した水温条件の解明

天然ヒジキ増産に向けたヒジキ移植技
術の開発～人工種苗を用いた早期移植
の試み～
（Ｈ３０～Ｒ２）

これまでに開発した人工種苗ヒジキを安定して磯に移植・増殖するための技術を
開発する。
・雑海草の繁茂を防ぐ早期移植技術の開発
・ヒジキの生育に好適な環境の解明

餌料仔魚を給餌しないスマ種苗生産
技術の開発
（Ｈ３１～Ｒ３）

種苗生産時における初期餌料の栄養強化方法を見直し、餌料仔魚を与えないス
マ種苗生産技術を開発する。
・餌料仔魚を給餌しないスマの種苗生産試験
・健苗性評価試験

抗菌剤を使用しないアユ冷水病防除
技術の開発
～早期実用化への試み～
（Ｈ３１～Ｒ３）

早期の実用化に向けて、アユ冷水病における防除対策技術とワクチンを開発す
る。
・ワクチン効果試験
・除菌技術の検討と野外における除菌効果の検証

畜産試験場

養鶏研究所

林業試験場

水産試験場


